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1 これまでの経緯
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 千里浜再生プロジェクトは、「緩やかな曲線の美しい海岸線を保全」するために、海岸侵食の低減を図る
ことを目的とし、「砂浜の維持・回復」、「砂浜保全に向けた県民意識の向上」を進めている。

 当面の目標（砂浜幅35m）と長期的な目標（砂浜幅50m）を掲げている。
 千里浜再生プロジェクト委員会は、H23年5月に第1回が開催され、これまでに計12回開催されている。

千里浜の位置図

金沢港
滝港

宇ノ気内灘海岸 高松七塚海岸 押水羽咋海岸 羽咋一の宮海岸

河北潟
放水路

前
田
川

大
海
川

宝
達
川

相
見
川

羽
咋
川

金沢港海岸

衛星写真(R1.5.16)0 5 10km3                           6 

千里浜海岸の再生イメージ
図

+0.6

+0.6

１ これまでの経緯

千里浜再生プロジェクトの目的

千里浜の美しい海岸線

2011（H23）年9月撮影
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 侵食傾向が続く原因は、千里浜海岸付近の土砂流入量と流出量の不均衡によるもの。

１ これまでの経緯

侵食対策の考え方

目 的 対 策

回復
人工的に千里浜への
土砂供給を増す

維持
波の力を弱め、砂の
流出を軽減

千里浜海岸の回復方針

・環境に配慮し、自然の砂の流れを利用した養浜
・長くまっすぐな海岸線の回復・維持

・海上投入
・陸上投入

※養浜砂の確保が課題

（これまでの対策）

・人工リーフ
・サンドパック

＋

金沢港の浚渫砂の
減少については、
新たな養浜砂を確保

土砂供給

流出軽減対策
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１ これまでの経緯

侵食対策の概念図（イメージ）

砂浜の維持

砂浜の回復

【人工リーフ】
【サンドパック】

【緊急養浜】

流出量の低減

現状

【海上投入】 【陸上投入】

砂の流出
砂の動きを制御

砂の供給 砂の供給
現状

【海上投入】
【人工リーフ】

【サンドパック】
【陸上投入】

【緊急養浜】
自然の砂の流れを利用した養浜
（岸向きの流れ、南向きの流れ）
※人工リーフがない箇所から投入

波の力を弱め、
砂の動きを制御する

砂の流出を抑える
高波のエネルギーを
利用し、砂を供給

局所的な侵食箇所の
復旧

砂の供給

砂の動きを制御

砂の供給

沿岸漂砂

土砂量
の増加

対策図

今浜地区 人工リーフ
砂の動きを制御

相見川 志雄 PA 千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
砂の動きを制御

のと里山海道

海岸流による漂砂

波による
岸沖漂砂 沿岸流による漂砂

砂の供給

陸上投入
砂の供給

移動限界水深
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千里浜の対策箇所位置図

撮影日：R2.3.9

・人工リーフ（今浜地区）
実施期間：平成22年～平成26年

（当初：T.P.+0.5m）T.P.+0.1mのサンドパック T.P.+0.1mのサンドパック

・砂流出防止工（サンドパック）
実施期間：平成24年～平成29年

撮影日：R2.3.9

・海上投入
実施期間：平成24年～ 撮影日：H24.9

撮影日：R2.3.9

・人工リーフ（羽咋地区）
実施期間：平成27年～

１ これまでの経緯

千里浜再生プロジェクトの侵食対策

今浜地区 人工リーフ
（H22～H26）

相見川
志雄 PA

宝達志水町 羽咋市
千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
（H27～） 沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

H31～ 施工延長L=84m

これまでに侵食対策として、以下の対策を実施してきた。
 人工リーフ（今浜地区、羽咋地区）
 海上投入（養浜）
 砂流出防止工（サンドパック）



40

50

60

70

80

90

100

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30 R

1

R
2

基
準

点
か

ら
汀

線
ま

で
の

距
離

[m
]

No.22～No.65（3月測量）

40

50

60

70

80

90

100

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30 R

1

R
2

基
準

点
か

ら
汀

線
ま

で
の

距
離

[m
]

No.22～No.65（9月測量）

6

キ
-
1
 

N
o
.
5
 

キ
-
2
 

N
o
.
15

 

キ
-
4
 

N
o
.
25

 

N
o
.
30
 

N
o
.
35

 

キ
-
5
 

N
o
.
45

 

キ
-
6
 

N
o
.
55

 

キ
-
7
 

N
o
.
65

 

キ
-
8
 

N
o
.
75

 

キ
-
3
 

羽
咋
川

千里浜

IC

志雄

PA

今浜

IC

米出

IC

千里浜海岸

１ これまでの経緯

千里浜海岸の汀線変化（９月）

※千里浜海岸の汀線を平均

H22 人工リーフ着手
H24 海上投入、サンドパック着手

(S61年～H21年)
約－1m／年（約24m後退）

（H22年～R2年）
約＋0.2m／年（約2.2m前進）

９月の千里浜海岸全体での平均的な汀線は、対策開始前のS61～H21には約１m/年の後退だったが、人工
リーフ、養浜（海上投入）、サンドパックの対策を開始したH22以降は約0.2m/年の前進となった。



１ これまでの経緯

近年の委員会と今回の委員会の位置づけ
年度 内 容

R1

第3回技術専門部会（令和元年9月17日）
＜検討内容＞
○養浜材として利用できそうな地点の粒度調査を実施し、候補地を選定。
○陸上養浜による効果的な養浜方法を検討。

第11回委員会（令和元年11月7日）
＜課題＞
○養浜材確保候補地として、滝港周辺、千里浜沖、金沢港周辺の砂が適していることが確認された
ため、採取方法等について具体的な検討が必要。
○陸上養浜の効果把握が必要。

R2
第12回委員会（令和2年7月31日）

＜課題＞
○養浜材の確保について追加調査が必要。
○効果的な養浜方法の検討が必要。

第13回委員会（令和3年5月27日）
• これまでの経緯
• 養浜砂確保調査結果
• 陸上試験養浜結果
• 今年の局所的な侵食とその対応
• これまでの対策効果と今後の方向性

7

• 海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）



２ 養浜砂確保調査結果

8



２ 養浜砂確保調査結果

追加調査の候補地点 （第11回委員会資料抜粋）
9

○下図の各地点で、R1年に粒度分析を実施した。中央粒径が千里浜と同程度のd50=0.14～0.18㎜程度、かつ
均等係数※が千里浜と同等の1.5程度、シルト分の含有率が5%程度以下とし、それに当てはまる金沢港周辺と
千里浜沖、滝港沖、滝港周辺を候補地とした。

金沢港（大浜地区）
金沢港

（金石地区）

金沢港（大浜地区）

金沢港海岸
宇ノ気内灘海岸

金沢港
（金石地区）

河北潟放水路

七塚海岸

大海川

前田川 相見川

羽咋川

滝港

邑知潟

●：調査地点 衛星写真(R1.5.16)

宇ノ気内灘海岸 高松七塚海岸 押水羽咋海岸
羽咋一の宮海岸

金沢港海岸

高松七塚海岸

養浜材確保調査地点

No.0 No.20

No.60

滝

※均等係数Ｕ‘c=D60／D10の値が1に近づく程粒径がそろっていることを表す。

位置 金沢港 金沢港海岸
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放水路

高松七塚
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滝
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の
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路
浚

渫

滝
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路
浚
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滝
港

②
砂

浜
中
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滝
港

②
砂

浜
汀

線
部

滝
港

①
砂

浜
中

間
部

滝
港

①
砂

浜
汀

線
部

d50

海底面・表土 0.22 0.17 0.2 0.03 0.16 0.02 0.02 0.15 0.23 0.27 0.2 0.25 0.23 0.27 0.28 0.2 0.19 0.22 0.19 0.59 0.21 0.71 0.21 0.19 0.18 0.15 0.14 0.15 0.13 0.13 0.15 0.14 0.13 0.13 0.15 0.15 0.15 0.15 0.14 0.15 0.16 0.15 0.16

-0.5m - 0.17 0.22 0.13 0.16 0.02 0.02 0.15 0.31 0.5 0.2 0.24 - - 0.26 0.21 0.19 0.21 1.3 0.26 0.48 0.82 0.06 0.17 0.23 0.15 0.14 0.16 0.15 0.13 0.15 0.14 0.14 0.13 0.15 0.15 0.15 - - 0.2 0.16 0.15 0.15

均等
係数

海底面・表土 1.48 1.54 1.57 - 1.45 - - 3.33 1.42 1.64 1.49 1.43 1.41 1.6 1.62 1.31 1.36 1.39 24.5 3.77 1.94 3.3 1.82 2.91 2.75 1.41 1.42 1.38 1.4 1.55 1.3 1.33 1.33 1.38 1.27 1.28 1.31 1.64 4.48 1.21 1.27 1.22 1.24

-0.5m - 1.45 1.53 21.6 1.46 - - 1.86 1.82 2.66 1.38 1.48 - - 1.51 1.31 1.34 1.41 10.9 2.47 4.6 3.5 - 81.1 6.52 1.36 1.42 1.32 1.42 1.51 1.28 1.36 1.36 1.46 1.29 1.3 1.31 - - 1.44 1.25 1.24 1.23

シルト分
含有率

海底面・表土 1.6 4.4 2.4 63.8 3.2 86.3 91.8 14.5 0.6 0.4 4.1 0.2 1.0 0.5 0.1 0.9 0.4 0.7 19.3 3.4 6.1 0.8 3.6 9.9 10.3 1.8 2.1 1.4 2.6 5.8 2.0 2.5 1.8 3.2 2.6 1.9 3.0 8.2 15.4 0.3 2.6 1.1 1.3

-0.5m - 2.7 2.2 27.9 3.4 80.2 85.9 7.4 0.4 2.4 1.1 1.9 - - 0.1 1.4 0.7 0.7 2.4 7.2 6.7 1.0 51.7 23.8 15.3 1.8 1.9 1.5 2.4 3.4 2.1 2.5 2.2 4.5 2.1 2.1 2.8 - - 0.9 2.3 1.4 2.0

候補地 × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × △ ○ ○ ○

※均等係数Ｕ‘c=D60／D10の値が1に近づく程粒径がそろっていることを表す。

宇ノ気内灘海岸
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・No.60 1.0k（T.P.‐6.6m）
1.5k（T.P.‐8.4m）
2.0k（T.P.‐10.1m）

② 3.0k（T.P.‐14.0m）
・滝 1.0k（T.P.‐6.1m）

1.5k（T.P.‐7.7m）
① 2.0k（T.P.‐9.5m）

千里浜海岸と同等の粒径
の土砂が分布している地点

【滝港沖】

※通常の波で地形変化が起こらなくなる水深の目安

２ 養浜砂確保調査結果

追加調査地点

【確認した事項・課題】
 海上採取の実現可能性
 採取箇所の地形への影響

（漂砂による地形の戻り）
 底生生物や周辺環境への影響

滝港沖

No.20No.0

千里浜沖

②

滝 2.0k
（T.P.‐9.5m）

No.60 2.0k
（T.P.‐10.1m）

No.60 1.5k
（T.P.‐8.4m）

No.60 1.0k
（T.P.‐6.6m）

滝1.5k
（T.P.‐7.7m）

滝1.0k
（T.P.‐6.1m）

No.60 3.0k
（T.P.‐14.0m）

滝港

①

②

：採取箇所 T.P.‐10m T.P.‐5m

○追加調査は、採取した砂の海上投入や滝港への陸揚げを考慮し、滝港沖の移動限界水深※（約T.P.-10m）付近の
①滝2.0kと、それより深い（沖合側）地点の②No.60 3.0kで実施し、水深による違いを把握することとした。
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○グラブ浚渫により養浜砂を採取し、採取した砂の粒度試験を実施した。

２ 養浜砂確保調査結果

採取状況と粒度試験結果

・R2年10月16日～21日に海上採取を実施。
・深さ2mまでは、通常のグラブ浚渫で問題なく採取可能である
ことを確認。

■採取土砂の粒度試験結果

概ね千里浜と同等の粒度分布である。

■採取の実施状況
・採取地点：滝2.0k，No.60 3.0k（深さ1m、2m）

図 養浜材採取範囲

Ｂ：採取深さ2mＡ：採取深さ1m

横断図

平面図

約150m3 約400m3採取量

約10m、14m

2m
1:21:2

10m

約10m、14m

1m 1:21:2

10m

18m

18m

14m

14m

（T.P.‐9.5m）

（T.P.‐14m）



2020年 2021年

2020年 2021年

① ② ③ ④

① ② ③ ④

採取直後1ヶ月間（R2.10.28‐R2.11.18)の有義波高最大
Hs=4.0m Ts=7.8s 波向 303°WNW（西北西）

■ナローマルチビーム測量による海底状況確認（計４回）
① 採取前 （令和2年8月29日）
② 採取直後 （令和2年10月28日）
③ １ヶ月後 （令和2年11月18日）
④ ３ヶ月後 （令和3年1月21日）

２ 養浜砂確保調査結果

モニタリング期間の波の状況

○採取後の地形変化を把握するため、モニタリング期間の波の状況を整理した。

12

採取後3ヶ月間（R2.10.28‐R3.1.21)の有義波高最大
Hs=7.7m Ts=12.4s 波向 302°WNW（西北西）

掘削工事の実施期間
R2年10月16日～21日



２ 養浜砂確保調査結果

滝 2.0kの地形変化（水深9～10m）
13

○ナローマルチビーム測量の結果から採取後の地形変化を把握した。
→11月（採取1ヶ月後）の段階で埋め戻しが始まり、1月（採取3ヶ月後）の段階では、ほぼ埋め戻っている。

①採取前
（R2年8月29日）

②採取直後
（R2年10月28日）

③採取１ヶ月後
（R2年11月18日）

‐563㎥

④採取３ヶ月後
（R3年1月21日）

（‐75㎥）（‐387㎥）

+176㎥ +312㎥

：測量毎
（ ）：採取前基準
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２ 養浜砂確保調査結果

滝 2.0kの地形変化（水深9～10m）
14

断面②

断面①

水
深

(O
DL+44cm

 m
)

水
深

(O
DL+44cm

 m
)

岸沖方向距離 (m)

岸沖方向距離 (m)

断面①

断面②

○ナローマルチビーム測量の結果から採取後の地形変化を把握した。
→11月の段階で埋め戻しが始まり、1月の段階では、ほぼ埋め戻っている。

60cm

60cm



15２ 養浜砂確保調査結果

No.60 3.0kの地形変化（水深14～15m）

①採取前
（R2年8月29日）

②採取直後
（R2年10月28日）

③採取１ヶ月後
（R2年11月18日）

○ナローマルチビーム測量の結果から採取後の地形変化を把握した。
→11月（採取1ヶ月後）の段階で埋め戻しが始まり、1月（採取3ヶ月後）の段階では、ほぼ埋め戻っている。

④採取３ヶ月後
（R3年1月21日）

：測量毎
（ ）：採取前基準

‐577㎥

（‐36㎥）（‐404㎥）

+173㎥ +368㎥
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２ 養浜砂確保調査結果

No.60 3.0kの地形変化（水深14～15m）
16
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岸沖方向距離 (m)

断面①

断面②

断面③

断面④

○ナローマルチビーム測量の結果から採取後の地形変化を把握した。
→１１月の段階で埋め戻しが始まり、1月の段階では、ほぼ埋め戻っている。

60cm

80cm

90cm

100cm



２ 養浜砂確保調査結果

令和３年度の養浜砂の採取方針
17

○養浜砂の追加調査地点では、粒径調査により千里浜海岸と同等の粒径の土砂が分布していることを確認した。
今年度は、移動限界水深※ （T.P.-10m）より沖側（滝港沖）で約２万m3を採取する。

【モニタリング事項】
 採取箇所の地形への影響

（漂砂による地形の戻り）
 底生生物や周辺環境への影響

今後、継続的にモニタリングを実施する。

横断図

平面図

約2万m3採取量

約14～15m

2m 1:21:2

92m

100m

100m

No.60
No.20No.0

千里浜沖 滝港沖

滝 2.0k
（T.P.‐9.5m）

No.60 2.0k
（T.P.‐10.1m）

No.60 1.5k
（T.P.‐8.4m）

No.60 1.0k
（T.P.‐6.6m）

滝1.5k
（T.P.‐7.7m）

滝1.0k
（T.P.‐6.1m）

No.60 3.0k
（T.P.‐14.0m）

滝港

採取予定箇所

衛生写真（R3.3.11）

T.P.‐10m
T.P.‐5m

※通常の波で地形変化が起こらなくなる水深の目安



３ 陸上試験養浜結果
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19

■投入時期：冬季風浪前（R2年11月18日～12月3日）

今浜地区 人工リーフ

相見川
志雄PA

千里浜 IC
千里浜ﾚｽﾄﾊｳｽ

羽咋川

ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

千里浜なぎさドライブウェイ

投入場所

■投入場所：千里浜レストハウス北側（砂丘側）

【目的】

千里浜（千里浜なぎさドライブウェイ）において効果的な養浜の方法を把握することを目的に、陸上試験養浜
を実施し、各種観測データ等による土砂動態の解析を行った。

■投入土砂量：4,600m3（金沢港浚渫土）

【実施方針】
養浜砂の投入効果、周辺施設等への影響、試験養浜時の施工性および令和元年度の試験結果を踏まえ、

盛土高さを変えた２種類の盛土（1.0m、1.5m）で実施した。

３ 陸上試験養浜結果

令和２年度の陸上試験養浜の概要①



20

断面図

○陸上試験養浜は、盛土①は延長150m、幅15m、高さ1.0m（T.P.+3.0m）、盛土②は延長130m、幅15m、
高さ1.5m（T.P.+3.5m）とした。

３ 陸上試験養浜結果

令和２年度の陸上試験養浜の概要②

盛土① 盛土②

【養浜土量】
盛土①1.0m(T.P.+3.0m)区間：2000m3

盛土②1.5m(T.P.+3.5m)区間：2600m3

千里浜レストハウス

No.60+315

盛土① 盛土②

No.60+130No.60+90No.60+50 No.60+355 No.60+395

平面図

No.60 基-7 No.62

石川県撮影（H30.9）

▽T.P.+3.5m

15m

1.5m

護岸

養浜材

▽T.P.+3.0m

15m

1.0m

護岸

養浜材



21３ 陸上試験養浜結果

陸上試験養浜モニタリングの実施状況

千里浜レストハウス

No.60+315

盛土① 盛土②

No.60+130No.60+90No.60+50 No.60+355 No.60+395

平面図

No.60 基-7 No.62

石川県撮影（H30.9）

汀線測量
深浅測量
CCTV撮影
UAV空撮

CCTVカメラ

表 モニタリング調査一覧
モニタリング項目 目的 地点 頻度・時期 実施状況

汀線測量

数ヵ月程度の長期的な地
形変化の把握

養浜投入箇所、養浜投入箇所周辺 試験養浜前、試験養浜後、高波
浪直後、1ヵ月後、2ヵ月後、3ヵ
月後、4ヵ月後

汀線・深浅測量
10/20、12/10、1/6、1/15、2/21、2/1、2/12、
2/25、3/10、4/7（計10回）
UAV測量
10/14、12/9、10/6、1/15、1/21、2/1、2/12、
2/25、3/19、4/8（計10回）

深浅測量

垂直写真の
撮影

UAV写真 養浜投入範囲周辺

地下水位の調査 養浜投入箇所
試験養浜前、試験養浜後、1ヵ月
後、2ヵ月後、3ヵ月後、4ヵ月後

10/21、12/7、1/6、1/12、1/21、2/1、2/10、2/25、
3/10、4/7（計10回）

斜め写真の
撮影

動画（CCTV）

高波浪による短期的な養
浜材の移動状況の把握

養浜投入箇所南側、北側
試験養浜直後～継続的

継続的に実施

静止画
（CCTV）

試験養浜直後～1枚/日 継続的に実施

静止画
（巡視）

職員パトロール 試験養浜直後～1回/週 定期的に実施

外力

波浪

外力の把握

徳光、金沢港 毎時 R2年12月～R3年3月

潮位 金沢港、羽咋川的場水位計（参考） 毎時 R2年12月～R3年3月

風向・風速 羽咋気象観測所（参考） 毎時 R2年12月～R3年3月

CCTVカメラ
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３ 陸上試験養浜結果

陸上試験養浜時の高波浪の襲来状況
22

徳光観測所におけるH24年～R3年の年最大波及び金沢港観測所におけるR2年12月～冬季風浪後のR3
年3月末までの有義波高・有義波周期の時系列変化を下図に示す。

R3年1月7日に有義波高7.7mの高波浪が来襲し、その前後に、有義波高5mを超える高波浪を5回観測し
た。

■有義波高・有義波周期・潮位の時系列変化 （R2年12月～R3年3月31日）

■年最大有義波高（H24年～R3年） ※徳光観測所 観測所の位置図
滝港

金沢港金沢港観測所
年最大波高の平均値 H1/3=5.7m Hmax=8.0m（H24～R1）※R2、R3は除外

徳光観測所
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10

15

20
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6

8

2020/12/1 0:00 2020/12/11 0:00 2020/12/21 0:00 2020/12/31 0:00 2021/1/10 0:00 2021/1/20 0:00 2021/1/30 0:00 2021/2/9 0:00 2021/2/19 0:00 2021/3/1 0:00 2021/3/11 0:00 2021/3/21 0:00 2021/3/31 0:00
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⾼
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）

有義波⾼ 有義波周期

‐1

‐0.5

0

0.5

1

2020/12/1 0:00 2020/12/11 0:00 2020/12/21 0:00 2020/12/31 0:00 2021/1/10 0:00 2021/1/20 0:00 2021/1/30 0:00 2021/2/9 0:00 2021/2/19 0:00 2021/3/1 0:00 2021/3/11 0:00 2021/3/21 0:00 2021/3/31 0:00

潮
位
（

T.
P.
m
）

潮位

※金沢港観測所

② ③

1/7 14:50
H1/3＝7.7m
T1/3＝12.4sec
潮位 T.P.+0.60m

1/19 2:20
H1/3＝5.84m
T1/3＝9.5sec
潮位 T.P.+0.65m

1/29 13:00
H1/3＝6.75m
T1/3＝11.8sec
潮位 T.P.+0.60m

① ④

2/4 13:30
H1/3＝5.39m
T1/3＝9.7sec
潮位 T.P.+0.4m

⑤

2/16 4:20
H1/3＝5.98m
T1/3＝10.0sec
潮位 T.P.+0.63m

12/30 19:50
H1/3＝5.61m
T1/3＝10.1sec
潮位 T.P.+0.75m

⑥

陸上試験養浜実施箇所



３ 陸上試験養浜結果

令和２年度の陸上試験養浜のまとめ
23

・盛土①（T.P.+3.0m）について、有義波高約5m以上で盛土天端高まで遡上する状況が確認された。
・今後、これまでの成果を踏まえ、盛土高T.P.+3.0m以下とし、浜幅が狭い箇所で約５千m3の投入を実施。

今浜地区 人工リーフ
（H22～H26）

相見川
志雄 PA

宝達志水町 羽咋市
千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
（H27～） 沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

H31～ 施工延長L=84m

令和3年度陸上投入箇所（案）
約５千㎥（T.P.+3.0m以下）

柳瀬口

‐1

0

1

2

3

4

5

‐10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

標
⾼
（

T.
P.
m
）

岸沖⽅向距離（m）

【養浜直後】盛⼟①（1.0m）
【⾼波浪後】盛⼟①（1.0m）
【養浜直後】盛⼟②（1.5m）
【⾼波浪後】盛⼟②（1.5m）

盛土高が高い方が、養浜前面の減少幅が大きい

盛土は低い方が流出しやすい

1/7 12:21  H1/3=5.14m T1/3=9.7s

波の遡上状況（盛土①付近）盛土の流出結果

盛土②では約6割流出

盛土①では
約8割流出 T.P.3.5m

T.P.3.0m

令和2年度陸上投入箇所
約4,600㎥（T.P.+3.0m、T.P.+3.5m）

サンドパック T.P.+0.1m
（H=1.1m、W=3.3m）



４ 今年の局所的な侵食とその対応

24



４ 今年の局所的な侵食とその対応

局所的な侵食の発生（志雄PA周辺）

○令和３年の冬季風浪により、志雄PA周辺で汀線が大幅に後退した。

25

断面図

令和3年2月23日17:29撮影（志雄PAより北側を望む）

冬季風浪により、砂浜の高さが低くなり、
波がかぶっている状態

1/7 13:59 千里浜レストハウス前

今年の冬季風浪の状況

砂浜

（冬季）

（夏季） 夏季の汀線 冬季の汀線

2/23 17:29
金沢港観測データ
H1/3＝1.12～1.18m
T1/3＝5.7～6.2sec
潮位 T.P.+0.28m（天文潮位 TP+0.20m）
波向 NW

沖合に移動



４ 今年の局所的な侵食とその対応

緊急養浜工事（志雄PA周辺）

○局所的な侵食を受けた区間において、令和3年3月25日から緊急養浜工事を実施。
○4月14日に工事が完了し、16日に千里浜なぎさドライブウェイの通行止めを解除した。

26

緊急養浜工事の状況 北國新聞夕刊（令和3年4月16日）



５ これまでの対策効果と今後の方向性

27
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今浜IC 志雄PA相見川

今浜地区 人工リーフ
（H22～H26）

相見川
志雄 PA

宝達志水町 羽咋市
千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
（H27～） 沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

５ これまでの対策効果と今後の方向性

千里浜海岸の砂浜幅の推移（９月）
28

• 羽咋人工リーフ背後～羽咋川は、砂浜幅が回復傾向。

• R2年は羽咋人工リーフ～今浜人工リーフの区間（特に志雄PA周辺）で浜幅の減少を確認。

羽咋川
千里浜IC

今浜リーフ
羽咋リーフ

H31～ 施工延長L=84m

 H27年は冬季風浪により浜幅が大きく
減少し、被害が発生した。

 H30年は夏季に台風が多く襲来した。
 R2.1月には高波浪が襲来した。

将来的な目標値50m

当面の目標値35m
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H20.3 H23.3 H24.3 H25.3 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H31.3 R2.3 R3.3

今浜地区 人工リーフ
（H22～H26）

相見川
志雄 PA

宝達志水町 羽咋市
千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
（H27～） 沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

５ これまでの対策効果と今後の方向性

千里浜海岸の砂浜幅の推移（３月）
29

H31～ 施工延長L=84m

今浜IC 志雄PA
相見川 羽咋川

千里浜IC

今浜リーフ
羽咋リーフ

 H27年は冬季風浪により浜幅が大きく
減少し、被害が発生した。

 H30年は夏季に台風が多く襲来した。
 R2.1月には高波浪が襲来した。
 R3.1月にも高波浪が襲来した。

将来的な目標値50m

当面の目標値35m

• 人工リーフ背後は、砂浜幅が回復傾向。

• R2年3月に羽咋リーフ～今浜リーフの区間（特に志雄PA周辺）で浜幅の減少が確認されており、R3年1月

の高波浪により、さらに浜幅が減少。



５ これまでの対策効果と今後の方向性

千里浜海岸における砂浜の季節変動メカニズム
30

• 冬季は高波により砂浜の侵食が大きくなり、夏季は穏やかな波により砂が堆積することから、冬季に砂

浜幅が狭くなるが、夏季にかけて砂浜幅が回復する。

冬季：11月～3月

夏季：5月～10月

大きな波が次々と遡上したり、引
いたりするため砂を削っていく
→浜が減っていく

砂浜

高波

砂浜

小さい波が遡上し、その遡上のときに砂
を置いていく
→浜は堆積していく

・西高東低の気圧配置により
沖から岸への北西方向から
強い風が吹く。

・波が高くなる。
・波の影響が海底-10m程度まで
砂を移動させる。

・浜に砕ける波が砂浜を削る。

・北西方向からの強い風は
吹かない。

・波は穏やか。

※イメージ図は今後も検証と修正を加えていく

移動限界水深
海底-10ｍ

穏やかな波

【岸から沖向き漂砂（侵食）】

【沖から岸向き漂砂（堆積）】

強い風
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31５これまでの対策効果と今後の方向性

これまでの対策効果の検証

羽咋地区人工リーフ
1基目（H27～29）

今浜地区人工リーフ
1基目（H22～H23）

今浜IC 志雄PA 千里浜IC

2基目（R1～）

2基目（H24～H26）

※定期汀線測量T.P.+0.6mで整理

海上投入（H24～）
※H26は未実施

サンドパック（H24～）

①H24年9月（海上投入開始）を基準としたR2年9月の汀線変化量

②千里浜海岸の汀線位置時系列変化

• 対策をしなければ、侵食が進んでいく。

• 羽咋地区人工リーフ北側は、人工リーフ及び海上投入の実施後回復している。また、千里浜海岸全体の

平均的な汀線変化量も回復傾向にある。

• 今浜～志雄PA周辺では侵食傾向にあることから、対策の検討が必要。

人工リーフ及び海上投入
の実施後、回復

今浜地区人工リーフ背後は回復 今浜～志雄は侵食
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No.22～No.65（3月測量）
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No.22～No.65（9月測量）

※千里浜海岸の汀線を平均

H22 人工リーフ着手
H24 海上投入、サンドパック着手

(S61年～H21年)
約－1m／年（約24m後退）

（H22年～R2年）
約＋0.2m／年（約2.2m前進）

羽咋川

柳瀬沖

海上投入（案）
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32

 侵食傾向にある箇所での土砂供給を実施するとともに、人工リーフなどについては検討を進める。

５ これまでの対策効果と今後の方向性

侵食対策の考え方

目 的 対 策

回復
人工的に千里浜
への土砂供給を
増す

維持
波の力を弱め、
砂の流出を軽減

・海上投入
・陸上投入

※養浜砂の確保が課題
（新たな養浜砂を確保）

（今後の対策の方向性）

・砂浜の回復には一定の効果がある
・回復傾向を示すが、範囲が限定的で
ある
・最適な投入位置を再設定

侵食傾向にある柳瀬沖で実施

・波の力を弱める人工リーフや砂の流
出を抑えるサンドパックの整備

（これまでの対策）

・人工リーフ
・サンドパック

＋

人工リーフなどについても検討する

千里浜海岸の回復方針

土砂供給

流出軽減対策

・環境に配慮し、自然の砂の流れを
利用した養浜
・長くまっすぐな海岸線の回復・維持



33５これまでの対策効果と今後の方向性

今後の調査・解析の方向性

• 対策による汀線変化を推定し、将来の侵食対策と砂浜の維持のあり方を検討

■目的

■定量的評価手法の検討

• 千里浜海岸の海底土砂変動区域内での土砂収支整理手法の検討

• 沿岸流を含めた広域な土砂収支整理手法の検討

• 長期的な海岸の汀線変化を推定する計算モデルの精度向上

今後の調査・解析については、国総研、国交省等に指導支援を受ける。



34５これまでの対策効果と今後の方向性

今後の対策の方向性

• 千里浜海岸全体平均としては、回復傾向がみられる。
• 羽咋地区人工リーフ北側では、人工リーフと海上投入の実施後、浜幅は回復傾向。
• 羽咋地区人工リーフ南側では、令和２年,令和３年の高波浪により侵食が進行、土砂量が不足

している状況。

■現在の状況

■人工リーフの実施

• 現在整備中の羽咋地区人工リーフについては、２基目の残り区間の整備を進める。

■海上投入の実施

• 令和３年度は、羽咋地区人工リーフ南側（柳瀬沖）で、約２万m3を投入（８月～１０月）し、事業継続
のための効果検証を実施する。

• 千里浜海岸と同等の粒径を有する砂について、滝港沖（移動限界水深より沖側）の海底から採取
する。

• 採取による地形及び環境への影響を、モニタリングにより継続的に把握する。

■陸上投入の実施

• 令和３年度は、盛土高T.P.+3.0m以下とし、浜幅の狭い箇所（柳瀬口付近）で約５千m3を投入する。
• 局所的な侵食箇所では、緊急的に陸上からの養浜を実施（羽咋川河口の砂を活用）する。

• 千里浜沖の海底に堆積する利用可能な砂の資源量を把握し、その活用について検討する。
• 羽咋地区人工リーフ南側では、侵食傾向にある状況を踏まえ、漂砂を制御する人工リーフ等の

施設を検討する。

■今後の検討



６ 海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）
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36６海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）

令和２年度 各種イベントの実施状況

１人１砂運動

観光客に、千里浜再生プロジェクトの
活動を紹介するとともに、「１人１砂運
動」を行ってもらうことにより、千里浜海
岸の保全意識の向上を図る。

地元の千里浜海岸侵食防止祈願祭と同時開催した
イベント「千の輝き」ではキャンドルによるライトアップを
行い、来場者に夜の千里浜を堪能してもらうとともに、
ミニコンサートを楽しみながら、砂浜の回復を願う。

千の輝き（キャンドル・LEDによるライトアップ）

広報活動

各種イベントで参加者による一人一砂運動を実施
また、一人一砂運動の常設化として、千里浜レスト

ハウス内に砂袋を常設 （１００円／袋）

砂袋の常設化

マスコミを活用した宣伝活動

スポットＣＭ、協賛CM 【H24.1～】

県観光部局と連携した宣伝活動

大都市圏での観光イベント

①イベント

千の輝き

千の浜守人（ハーモニー）

②情報発信・広報活動等

羽咋市・宝達志水町の児童・園児に対し、「千
里浜海岸ものしり教室」 及び「千里浜なぎさふれ
あい教室」を開催し、千里浜海岸の現状や歴史
について学習。

（地引網漁の体験）（千里浜の現状や歴史について学習）
千里浜なぎさふれあい教室

千里浜海岸ものしり教室 千里浜なぎさふれあい教室

千里浜海岸ものしり教室

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

サンドパック
「千」の願い
（キックオフイベント）

H23.7.30
約400名

千里浜なぎさ
ふれあい教室

H23.8.24
50名

H24.8.22
45名

H25.8.7
50名

<天候不順>
<により中止>

H27.8.7
56名

H28.7.12
73名

H29.7.11
73名

H30.7.12
74名

R1.7.9
66名

中止

千の輝き
［H25・26は千の煌き］

H23.9.10
約1,000名

H24.9.8
約3,000名

<天候不順>
<により中止>

H26.9.13
約1,500名

H27.9.12
【昼】約600名

【夜】約1,500名

H28.9.10
約1,500名

H29.9.9
約2,000名

H30.9.8
約1,000名

R1.9.7
約2,000名

中止

千里浜ウォーク
H23.11.6
約150名

H24.10.13
約200名

<天候不順>
<により中止>

H26.7.6、13
約1,800名

H27.7.5、12
約1,200名

H28.7.17
約400名

H29.7.2、9
約1,050名

H30.7.1
約1,570名

R1.7.7、14
約1,300名

中止

千里浜海岸
ものしり教室

H28.7.1
71名

H29.7.3、4、7
118名

H30.6.28～7.11
289名

R1.6.27～
7.16

274名

R2.11～
3校

千の浜守人
（ハーモニー）

H28.8.27
約1,000名

H29.8.26
約1,000名

<天候不順>
<により中止>

R1.8.24
約1,000名

中止

千の詩
H24.2.19
約900名

県内外
イベントでの
PR活動

・大阪モー
ターショー
（H24.1.20～

23）

・フィッシング
ショー大阪
（H24.2.3～5）

・「旅」フェア
日本
（H24.11.9～

11）

・フィッシング
ショー大阪
（H25.2.2～3）

・MRO旅フェス
タ（H25.6.29～
30）

・「旅」フェア日
本

・あべのハル
カス（H27.1.31）

・久屋大通公
園（名古屋
市）（H27.7.25

～26）

・大阪駅
（H27.9.19～

20）

・ふるさと祭り
東京（H28.1.16
～17）

・大阪駅
（H28.22～23）

・金山駅（名
古屋市）
（H28.11.17～

18）

・ふるさと祭り
東京
（H29.1.11～
12）

・食の博覧
会・大阪
（H29.5.3～5）

・ふるさと祭り
東京
（H30.1.13）

・ふるさと祭り
東京（H31.1.18
～19）
・いしかわ百万
石物語展
（H31.1.19～20）

・ふるさと祭り
東京（R2.1.17
～18）
・いしかわ百
万石物語展
（R2.1.17～
18）

中止

・ものしり教室：3校で開催
（宝達志水町：樋川小 羽咋市：余喜小、粟ノ保小）

・なぎさふれあい教室：中止

SSTR2020 （R2.10.1～R3.3.31）
最終日に、一人一砂運動実施

R2協賛企業：40者（うち新規6者）

一人一砂運動

これまでのイベント実施状況

【各種イベントについて】
令和２年度は、コロナ対策により現地での実施イベントは原則中止とした。

・地元の祭礼は中止となったが、花火打ち上げに協賛

中止

中止

中止

継続
実施

中止
3校で
開催



37６海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）

令和３年度の取組み方針
令和３年度は、コロナ対策を講じたうえで、できる限りイベント開催できるよう進める。

イベント これまで R3（案：コロナ対策）

千里浜海岸ものしり教室
例年：６月～７月
R2：３校で開催

（宝達志水町：樋川小 羽咋市：余喜小、粟ノ保小）

羽咋市・宝達志水町小学校（１１校）を対象に、
県職員が学校に出向いて、授業の一コマを利
用し講話

・全ての小学校を対象にリモート開催
２校同時開催

（羽咋市・宝達志水町以外も対象）

千里浜なぎさふれあい教室
例年：７月上旬
R2：中止

羽咋市・宝達志水町の児童を対象とした地引
網体験及び稚魚放流 ・人数を制限し、稚魚の放流のみ実施

千の輝き
例年：９月上旬（千里浜海岸侵食防止祈願祭

と同時開催）
R2：中止（地元の花火打上げに協賛）

レストハウス前の砂浜でキャンドルによるライ
トアップ、ミニコンサートを開催

・WEB配信
・昨年に続き祭礼中止の場合は花火打上
げに協賛

千の浜守人（ハーモニー）
例年：８月下旬
R2：中止

広報活動として来訪者（1000人目標）に一人
一砂運動を実施

・他のイベントとも調整しながら、期間を設
けて実施

一人一砂運動
通年

レストハウスに常設し、募金と合わせて実施 ・募金者（数）の公表や目標値の設定

県観光部局と連携した宣伝活動
例年：１月
R2：中止

都市圏での開催イベントで周知活動実施
・千里浜の実情や魅力を伝えるＰＲ動画の
作成 道の駅やアンテナショップで放映

マスコミを活用した宣伝活動
通年

スポットCM年間４８０本
協賛CM月２０本 ・協賛CM本数の増

■ 令和３年度 コロナ対策を講じたイベント実施（案）

【利活用部会で具体的内容を検討】
・国機関や観光部局等の意見を取り入れ、コロナ対策を講じたイベント実施を進める。
・イベント実施や千里浜海岸の再生にかかる日常の維持管理を含め、協賛金や寄付金の活用方法や
財源確保等の検討、積極的な情報発信を進める。
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• 有義波高５ｍ程度の高波浪で養浜砂が拡散している状況が確認された。盛土高はT.P.+3.0m以下が適当。

• 滝港沖の海底に、十分な量の養浜砂を確保できることが確認でき、今年度の採取量は滝港沖で約２万ｍ3とする。

（１００ｍ×１００ｍ×深さ２ｍ を想定）

７ まとめ

ま と め

２．陸上試験養浜結果
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１．養浜砂確保調査結果

• 千里浜海岸全体平均の砂浜幅は、回復傾向にある。

• 羽咋地区人工リーフ北側では、人工リーフ及び海上投入の実施後、砂浜幅は回復傾向にある。

• 羽咋地区人工リーフ南側では、侵食傾向にある。

• 羽咋地区人工リーフ２基目の残り区間の整備を進める。

• 令和３年度は羽咋地区人工リーフ南側（柳瀬沖）に滝港沖の海底で採取した砂を活用し、約２万ｍ3の海上投入を実施。

• 浜幅が狭い箇所（柳瀬口付近）で陸上からの養浜（約５千ｍ3）を実施。（盛土高T.P.+3.0m以下）

• 局所的な侵食箇所では、緊急養浜を実施。（羽咋川河口の砂を活用）

• 千里浜沖の海底に堆積する利用可能な砂の資源量を把握し、その活用について検討する。

• 羽咋地区人工リーフの南側では、人工リーフ等の漂砂を制御する施設を検討する。

• 今後の対策や汀線変化を推定するために必要な定量的評価手法を検討。検討にあたっては、国総研や国交省の指導
支援を受ける。

４．海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）

• 今後、コロナ禍でのイベントの実施方法や、協賛金・寄付金等の活用を検討する。

３．これまでの対策効果と今後の方向性


